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D
ゴ
お
。
円
貫
ぎ
ω
◎
h
勺
錠
財
簿
露
⇔
馨
．
．
V
に
殆
ん
ど
完
杢
に
擁
魔
さ
れ
幸
七

惜
”
紀
に
於
て
は
如
側
な
る
人
も
そ
れ
を
麟
に
し
た
檬
に
は
患
は
れ
ぬ
ワ
…
般

に
國
憶
病
派
の
學
説
が
徐
か
．
に
堅
實
強
化
さ
れ
た
に
反
し
〆
嵐
、
そ
の
反
鮒
者

側
の
意
見
は
決
し
て
一
の
二
黒
へ
と
融
合
し
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
丁

々
の
猫
凝
し
た
銚
剣
は
彼
肖
身
の
保
全
と
．
偏
見
か
ら
溺
窮
し
て
み
る
・
も
の
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
撫
の
檬
に
臨
く
弩
。
・
は
此
の
小
論
に
於
て
國
愈
に
匂
し
て
の
雛
掃
き
唱
）
⑦
夢
及

び
初
期
　
ω
窪
鴛
け
　
の
数
側
の
見
解
を
簡
軍
に
記
述
し
て
み
る
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
が
、
こ
の
英
國
會
獲
展
野
上
最
も
漆
測
さ
る
べ
き
時
期
に
於
け
る

種
々
な
る
見
解
は
そ
の
歴
史
的
背
景
を
如
實
に
津
び
出
だ
さ
し
め
る
事
に
於

て
吾
々
に
一
慶
の
興
吹
を
與
へ
る
も
の
で
あ
る
．
、
そ
の
意
壕
・
に
於
て
こ
の
小

論
は
英
政
仏
崩
史
に
關
心
を
有
す
る
入
々
に
取
っ
て
債
驚
あ
る
手
引
君
の
一
た

る
を
失
は
ぬ
で
あ
ら
う
．
、
．
へ
、
鵡
出
。
う
ε
莞
響
、
O
¢
P
お
O
し
◎
・
〔
＜
O
憎
図
×
滋
”
嵩
ρ

鍵
ご
y
b
。
8
験
．
）
〔
笹
川
新
じ

ソ
ヴ
4
X
一
塾
の
極
地
経
欝

　
　
　
ソ
グ
エ
ー
ト
北
．
莚
の
罐
史
．
的
・
纏
濟
的
、

　
　
並
び
に
政
治
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
T
・
A
。
劣
ラ
ク
ヂ
露

　
　
↓
鉛
気
節
O
O
瓢
N
δ
堵
↓
●
諺
凱
ω
O
く
臼
後
特
ρ
こ
δ
》
憎
O
賦
O
・

　
　
　
｝
避
難
ω
8
識
6
鉱
M
①
O
O
旨
O
ヨ
答
鉱
飴
類
島
娼
O
簿
ざ
鈷
ω
牌
離
創
《

　
　
　
O
h
件
財
㊦
恥
O
く
｝
①
け
腰
回
く
鋤
鋤
O
Φ
一
昌
酔
O
焦
μ
O
》
鴎
O
瓢
O
’

世
界
的
に
は
國
際
図
題
、
思
想
聞
題
の
喧
し
く
、
吾
國
に
於
い
て
は
更
に

謂

介

素
縫
最
串
の
今
B
多
大
な
る
未
來
を
妓
む
極
地
ソ
グ
ィ
エ
ー
ト
に
關
し
て
木

書
か
出
た
菓
は
誠
に
適
切
な
も
の
と
云
へ
よ
う
、

　
本
書
に
就
い
て
は
既
愚
ン
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
、
ジ
ヤ
ー
ナ
彦
∴
九
黛
九
年

闘
月
）
に
も
紹
介
へ
あ
る
か
、
著
諸
諸
ラ
ク
ヂ
オ
は
エ
ス
ト
ニ
ヤ
に
生
．
れ
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
大
喜
に
四
年
遊
ん
だ
米
隅
入
で
、
口
下
ハ
…
バ
ー
ド
大
攣

で
ス
ラ
ヴ
に
關
す
る
資
料
蒐
集
を
な
し
、
臨
に
「
ソ
ヴ
ィ
エ
～
ト
聯
邦
と
黙
際

法
」
．
の
著
諮
を
も
公
に
し
て
み
る
．
．
先
づ
簡
翠
に
こ
の
露
物
の
構
…
成
を
承
す

と

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
三
章

第
福
二

第
六
章

　
附

　
丈

　
索

　
地

緻
地
ソ
ヅ
エ
ー
｝
の
地
理

一
九
一
七
年
以
前
の
探
瞼

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の
撚
地
探
険

漁｝

n
ソ
ヴ
ィ
瓢
一
夢
の
三
冬
一
的
櫛
轟
展

瀧　

髟
ﾎ
・
交
化
の
再
建
設

鰹
際
的
葱
義

　
録
　
　
　
三
四
項
積

　
献

　
引

三
九
頁

三
二
頁

六
八
頁

一
二
頁

六
三
頁

五
工
頁

ご
宅
頁

四
六
頁

　
一
田
頁

七
　
葉

　
第
工
単
・
で
は
先
づ
…
、
極
地
温
の
篇
…
溺
［
に
つ
い
て
從
來
の
諸
説
を
批
判
し
、
　
一

九
二
六
年
そ
の
い
つ
れ
で
も
な
い
薦
形
學
読
を
政
治
龍
獅
に
採
用
し
た
毒
か

ら
始
ま
っ
て
み
る
。
堕
ち
「
極
地
ソ
ヅ
エ
イ
i
卦
」
と
は
、
ウ
ラ
ル
肉
脹
以
東

は
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
に
到
る
北
緯
六
二
度
の
北
、
ウ
ラ
ル
膨
脹
以
西
は
ム
ル

第
二
十
四
巻
　
第
三
號
　
　
一
五
三

（　（！；’tf｝　）
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介

マ
ン
ス
ク
に
到
る
海
岸
線
よ
り
北
、
北
極
に
到
る
擾
形
の
全
労
域
を
指
す
の

で
あ
る
。
こ
の
範
関
に
あ
る
陸
地
の
み
で
も
北
米
含
撮
國
に
縮
雷
し
、
そ
の

溝
…
勢
力
は
計
り
知
弓
れ
点
な
い
の
で
あ
る
．
り
　
こ
の
崩
単
で
は
更
に
こ
の
地
域
の
水

陸
∴
蝋
候
・
航
行
の
燭
能
性
に
競
い
て
蓮
べ
、
東
部
海
洋
で
は
八
、
九
月
に

辛
・
う
じ
て
無
…
を
通
し
得
、
西
　
行
に
は
太
・
材
を
、
東
行
に
は
魚
を
蓮
び
覆
る
…
斌

態
に
到
っ
た
事
を
述
べ
て
み
る
し

　
第
　
拡
幕
で
は
、
　
一
九
一
七
年
、
’
即
ち
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
革
命
の
年
迄
の
論
陣
國

人
及
び
自
評
人
の
探
瞼
を
、
地
域
洲
…
、
方
法
題
に
…
運
べ
、
繍
一
じ
て
之
等
は
研

究
よ
り
も
好
奇
心
、
名
無
心
に
思
す
る
と
云
ふ
。

　
第
三
章
で
は
、
極
地
ソ
ヅ
国
二
一
ト
を
完
．
全
に
ソ
ヅ
ィ
エ
…
ト
化
し
、
纏
濟

的
に
は
糠
型
資
源
を
開
護
・
再
見
す
る
事
が
ソ
ヅ
ィ
エ
ー
ト
寅
　
身
の
急
調
の
斑

的
で
あ
る
と
し
、
こ
の
口
的
の
爲
に
は
寧
ろ
國
家
全
戸
が
蓼
興
し
、
汽
つ
必

ず
科
撃
嚢
が
岡
行
し
て
み
る
纂
は
、
既
に
探
瞼
が
歪
く
ル
ー
チ
ン
に
行
は
れ

て
る
る
事
と
畿
ハ
に
ソ
ヅ
ィ
エ
…
ト
の
探
瞼
の
特
徴
で
あ
る
と
逃
べ
て
る
る
。

紹
介
嚢
は
欝
て
「
チ
皿
リ
ュ
ー
ス
キ
ン
號
の
最
後
」
な
る
映
錨
に
陶
画
探
瞼
隊

の
科
學
的
色
彩
と
國
家
倉
背
景
を
強
く
印
象
さ
れ
、
三
年
の
念
に
堪
へ
な
か

っ
た
が
、
木
書
に
よ
り
そ
の
愈
々
事
實
な
る
毒
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

章
は
更
に
臆
域
と
探
瞼
方
法
に
依
っ
て
匿
産
し
、
詳
細
を
極
め
て
み
る
冒

　
第
勲
章
は
濫
翰
及
交
通
と
工
業
の
踊
扇
．
に
分
れ
、
煎
舗
．
で
は
特
に
、
航
察

機
が
偵
察
に
も
、
蓮
搬
に
も
、
そ
の
他
各
種
の
仕
事
に
も
全
く
溶
き
程
な
い

黙
を
も
濾
べ
、
茄
佼
繍
Ψ
で
は
石
炭
・
石
油
∵
金
・
翻
∵
鐵
・
暑
麟
…
・
泥
…
次
・
石

墨
等
の
麟
・
簾
、
そ
れ
か
ら
林
業
∵
皮
革
業
・
漁
業
・
農
業
等
に
つ
い
て
種
々

新
．
し
い
事
を
詳
ら
か
に
し
て
み
る
．
撹
し
そ
れ
ら
の
統
詩
類
は
い
つ
れ
も
シ

第
二
十
四
巷
　
第
三
號

一
五
腿

ザ
ィ
エ
ー
卦
の
も
の
故
、
果
し
て
ど
の
程
慶
泥
…
償
嶽
敷
す
べ
・
き
か
は
爪
鍔
ほ
獲
る

問
題
で
あ
ら
う
。

　
第
五
章
は
、
住
民
・
敵
策
・
文
化
を
語
り
。

　
第
六
章
で
は
、
極
地
ソ
ヴ
づ
エ
ー
ト
の
仕
様
を
、
雰
致
治
同
展
整
、
政
治

的
反
映
、
管
轄
擬
城
の
三
つ
に
大
取
し
て
、
崩
者
に
は
ソ
ヴ
ィ
ェ
ー
ト
の
第

二
癒
蕉
、
へ
の
蓼
加
、
ノ
ビ
レ
少
特
の
救
助
、
氣
象
醐
測
、
北
氷
洋
の
地
閥
學

等
の
例
を
あ
げ
て
非
政
治
的
な
八
鹿
的
意
嚢
を
強
調
せ
ん
と
し
て
み
る
。
併

し
、
元
來
極
地
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
は
政
治
酌
に
考
ふ
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
に
は

未
だ
将
來
の
…
問
題
で
は
あ
る
が
土
着
畏
の
猫
立
要
求
、
或
は
、
ソ
ゲ
ィ
エ
ー

ト
以
外
の
低
交
化
地
へ
蘇
文
化
を
鑛
張
せ
ん
と
す
る
問
題
が
麹
る
に
違
な
い

』
と
云
ひ
、
職
域
的
に
は
北
・
氷
洋
に
交
通
の
響
け
た
折
は
唯
、
廻
本
を
恐
畏
さ

せ
る
に
は
止
ら
な
い
と
購
じ
て
る
る
．
、
最
後
に
蒋
び
極
地
統
轄
に
愛
し
て
蘭

逃
の
扇
形
擬
學
説
を
詳
論
し
、
結
論
に
到
っ
て
み
る
．
．

　
本
謎
は
多
籔
の
附
録
、
交
献
・
ダ
記
載
す
る
黙
か
ら
も
粗
當
公
弔
で
あ
り
、

科
畢
的
で
あ
る
頸
が
想
像
さ
れ
る
が
、
讃
ん
で
脊
く
問
に
特
に
或
る
傾
向
を

感
ず
る
事
も
な
く
、
　
極
地
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
に
課
し
て
は
最
も
よ
い
蓼
潮
面
、

一
般
再
再
で
あ
る
と
云
ふ
も
過
密
で
は
な
い
と
思
ふ
。
没
巾
鞭
…
夙
に
敬
罪
す
る

「
潜
在
的
」
の
字
は
賂
來
の
獲
展
を
見
越
し
て
の
蔚
者
の
用
意
で
あ
り
、
こ
れ

あ
る
事
は
吾
國
と
し
て
今
よ
り
周
到
の
注
意
を
挑
ふ
べ
き
問
題
の
存
在
を
承

唆
す
る
の
で
あ
る
9
（
乏
Φ
≦
磯
。
戦
ぎ
鎮
き
ヨ
鰹
9
P
む
ω
Q
。
》
瑠
卜
。
O
』
α
し

〔
習
熟
〕

（　〈｝一1‘＄　一）
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フ
ィ
リ
ツ
ビ
ン
群
島

キ
ー
シ
ン
ヴ
著

　
　
　
　
　
内
Φ
の
ω
鑓
堕
三
色
㌶
驚
∴
　
、
鋸
6
剛
）
｝
三
ε
嗣
）
貯
○
ω
●
…
一

　
　
　
　
　
｝
謬
糞
3
穿
旨
ぎ
聾
Φ
寝
汗
酒
気
綴
・
…

　
猫
立
途
上
に
あ
る
比
島
が
、
一
九
三
瓢
年
に
到
っ
て
は
更
に
拍
竃
を
加
へ
、

現
「
今
の
急
激
な
世
界
秩
序
改
造
の
最
中
に
於
て
、
兎
も
角
も
一
叢
落
薄
い
た

追
立
準
備
國
と
し
て
遜
る
一
九
四
五
年
の
墨
金
な
る
鶴
立
を
待
機
し
て
履
る

事
は
縄
知
の
婁
實
で
あ
る
。

　
油
島
の
皇
継
問
題
が
、
旧
慣
人
を
し
て
甚
し
き
デ
ィ
レ
ン
マ
に
陥
ら
し
め

る
纂
は
事
賀
で
あ
る
が
之
あ
る
が
爲
に
明
輝
人
翻
に
於
て
就
ハ
の
猫
立
に
度
す

る
職
恩
威
派
唱
と
反
鋤
驕
欺
と
の
…
鑓
立
が
一
口
贋
誌
一
し
キ
・
を
禰
媚
へ
3
．
κ
の
り
℃
畳
再
審
…
で
あ
ら

う
。
藷
嚢
は
ハ
ワ
イ
大
官
人
類
學
教
擾
大
畢
洋
鵡
島
入
類
躁
篤
俗
畢
の
霊
威

と
し
て
聴
え
て
燧
る
↑
）
彼
が
比
島
燭
立
に
熱
し
て
岡
情
的
立
場
を
持
す
る
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ノ
の
耽
愈
性
・
民
族
性
を
塞
礎
的
に
認
識
せ
る
爲
と
云
ひ
得
る
か

も
知
れ
な
い
。
い
講
激
囚
は
蔀
噛
嚢
が
ぎ
ロ
。
瞥
h
欝
答
㊦
O
臨
℃
鯨
6
誌
O
鴻
O
蜀
賦
O
訟
0
駿
の
・
王

難
の
下
に
調
査
し
た
駈
を
基
と
し
て
腓
る
の
で
あ
っ
て
、
死
島
の
生
■
民
を
中

心
と
し
て
此
の
側
よ
り
地
島
全
騰
を
鳥
課
し
、
了
察
に
纏
め
上
げ
た
謂
は
ば

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
的
の
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
比
島
の
出
講
的
分
析
と
云
ふ
よ

り
も
碧
者
一
流
の
民
族
な
る
も
の
に
饗
す
る
同
情
と
愛
．
蒲
に
よ
っ
て
　
塗
せ

ら
れ
て
疑
る
σ
闘
W
ち
聴
嚢
は
内
容
を
十
六
項
に
分
ち
、
比
島
人
の
現
在
に
於

る
生
活
．
御
斎
、
地
量
的
画
境
（
地
形
・
爾
麟
・
人
口
・
動
植
物
・
生
愚
物
等
）

の
概
繍
凹
的
滞
・
流
㌦
に
嬢
∵
を
超
　
し
、
紳
覆
い
て
入
挿
｝
認
・
上
よ
り
州
挽
7
7
イ
り
ご
ソ
入
へ
所
一

謂
ツ
ィ
リ
ピ
ノ
）
を
分
解
し
、
次
に
之
に
働
き
か
け
て
環
構
年
譜
麦
配
し
た
る

ス
ペ
イ
ン
入
を
腿
史
的
に
剛
顧
し
、
其
文
化
の
現
フ
ィ
リ
ピ
ン
瀦
愈
に
及
ぼ

せ
る
影
響
と
三
三
、
現
今
に
回
る
生
民
の
主
要
職
業
た
る
農
業
の
小
作
欄
度
・

商
工
業
・
ツ
．
弓
リ
ビ
ノ
の
藁
術
・
文
學
移
品
等
に
掌
る
ま
で
．
冨
及
し
、
　
敵
治

的
猫
立
問
題
と
、
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
民
族
た
る
も
の
の
完
成
汽
、
の
歩
み
と
を
結
び

つ
け
て
結
論
と
し
て
屠
る
。
故
に
木
君
は
箪
に
地
歴
即
妙
的
科
壌
書
で
も
な

け
れ
ば
文
羅
的
政
治
飽
著
書
で
も
な
い
。
將
來
に
於
て
完
威
さ
る
ベ
シ
、
ラ
ィ

リ
ピ
ン
民
族
國
家
を
理
想
と
す
る
想
定
酌
随
筆
と
で
も
云
ひ
鮮
て
過
…
蕃
で
は

あ
る
ま
い
。
從
っ
て
科
學
的
系
統
的
叙
遽
は
爲
さ
れ
ず
し
て
、
英
米
入
に
あ

り
勝
ち
な
通
俗
的
叙
蓮
が
行
は
れ
て
殴
る
爲
、
科
學
的
毘
確
さ
を
期
面
す
る

．
讃
嚢
を
し
て
物
足
り
な
さ
を
感
ぜ
し
む
る
の
歓
蹴
剛
な
し
と
し
な
い
。

　
第
L
T
山
賊
ぬ
単
に
於
て
「
崩
蜆
A
ツ
に
於
〆
」
は
、
当
山
欝
山
ぐ
隔
れ
た
る
ア
イ
リ
ピ
ノ
ほ
ほ
由
望
洋
u

の
隣
入
に
齢
し
て
何
ら
の
熱
熱
…
と
魅
力
を
示
さ
な
い
で
あ
ら
う
、
例
へ
ば
．
籔

等
の
日
本
に
策
す
る
態
痩
は
普
遜
の
ア
メ
リ
カ
入
の
其
れ
に
似
た
も
の
で
あ

ら
う
」
と
説
い
て
屑
る
の
を
見
れ
ば
、
東
洋
人
と
し
て
の
フ
ィ
リ
ピ
ノ
の
濁

立
を
念
じ
て
鷹
る
益
者
に
も
’
…
避
け
難
い
矛
薦
で
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
著
者

の
意
議
す
る
所
が
那
邊
に
存
在
す
る
と
し
て
も
、
讃
新
が
現
代
に
生
る
獄
本

匠
で
あ
る
限
り
、
パ
シ
ー
海
挾
を
隔
て
て
憂
灘
の
眞
南
に
存
在
す
る
既
の
隣

浄
血
黒
｛
は
亡
心
れ
碍
可
か
ら
ざ
る
・
も
の
で
あ
り
、
吾
が
隔
智
識
入
の
一
下
す
る
に

手
頃
の
書
た
る
を
信
ず
る
G

　
爾
最
後
に
比
島
の
年
代
記
及
び
比
島
に
期
す
る
滲
満
点
一
覧
表
が
附
益
せ

ら
荊
札
で
、
剛
屠
ワ
O
、
“
　
ρ
階
［
壽
ハ
醐
判
、
　
痴
争
山
又
一
コ
＝
濫
百
野
、
　
…
闘
叛
臣
轟
ハ
、
　
費
ぜ
供
凶
器
、
　
オ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
錨
撫
販
▽
〔
淺
井
〕

（　6Ll；’」’　）

紹

介

鱗
二
十
幽
巻
　
第
三
齪

灘，

遇、


